
学校番号 T3017 

令和２年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ４年次 

使用教科書 高校数学Ⅱ（実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返っ

てよりよい解決を考える」といった一連の課程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活

動を行います。 

・プリント学習を行いますので筆記用具と教科書を忘れずに持ってきてください。 

・プリントは授業後に提出してもらいます。休んだ場合も提出してもらいますので最後まであきら

めずに取り組みましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

式の計算と方程式，図形と方程式，いろいろな関数，微分と積分に関して身に付けた知識や技能を

用いて事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばし，活用する態度を身につけることを目標としま

す。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方  c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

いろいろな式、三角関

数及び微分・積分の考

えの考え方に関心を

もつとともに、それら

を事象の考察に活用

して数学的論拠に基

づいて判断しようと

している。 

事象を数学的に考察し、

表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展

的に考えたりすることな

どを通して、いろいろな

式、三角関数及び微分・

積分の考えにおける数学

的な見方や考え方を身に

つけている。 

いろいろな式、三

角 関 数 及 び 微

分・積分の考えに

おいて、事象を数

学的に表現・処理

する仕方や推論

の方法などの技

能を身につけて

いる。 

いろいろな式、三角

関数及び微分・積分

の考えにおける基本

的な概念、原理・法

則などを体系的に理

解し、知識を身につ

けている。 

評
価
方
法 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b ｃ d 

４ 

月 

微
分
と
積
分 

微
分
と
積
分 

平均変化率 ○ ○  ○ 

a: 関数の値の変化について関

心をもち，調べようとする。 

b: 関数の値の変化について，

具体的な事例を通して考察

することができる。 

c: 平均の速さの考えを基にし

て，平均変化率を求めること

ができる。 

d: 平均変化率や微分係数の意

味を理解し，基礎的な知識を

身に付いている。 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

５ 

月 

微分係数 ○  ○  

６ 

月 
導関数   ○ ○ 

a: 関数の増加，減少及び極値

に関心をもち，調べようとす

る。 

b: 導関数の値の符号と関数の

増加・減少との関係について

考察することができる。 

c: 導関数を用いて関数の値の

変化について調べることが

できる。 

d: 導関数の意味を理解し，そ

の性質などについて基礎的

な知識を身に付いている。 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

７ 

月 

関数の増加・減少 ○ ○  ○ 

９ 

月 
関数の極大・極小 ○ ○ ○  

a: 増減表を活用して，関数の

グラフの概形を表そうとす

る。 

b: 導関数の値の符号と関数の

増加・減少との関係について

考察することができる。 

c: 増減表を基に極大値・極小

値を求め，グラフの概形を表

すことができる。 

d: 関数の極大・極小と最大・

最小とその求め方について

理解し，基礎的な知識を身に

付いている。 

 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 
１０ 

月 

関数の最大・最小  ○  ○ 



１１ 

月 

微
分
と
積
分 

不定積分 ○ ○   a: 不定積分や定積分に関心を

もち，微分との関連やその性

質について調べようとする。 

b: 微分の逆の演算として不定

積分を考察することができ

る。   

c: 定積分の性質を用いて，簡

単な関数の定積分を求める

ことができる。 

d: 定積分の意味を理解し，そ

の性質などについて基礎的

な知識を身に付いている。定

積分と面積の関係について

理解している。 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

定積分 ○  ○ ○ 

１２ 

月 

面積   ○ ○ 

いろいろな図形の面積    ○ 

１ 

月 

い
ろ
い
ろ
な
関
数 

一般角 ○ ○   

a: 角の概念を一般角まで

拡張する意義に気付くと

ともに，角を拡張してい

く過程に関心をもち，調

べようとする。 

b: 一般角から三角関数の

概念を導入する過程を考

察することができる。 

c: 三角関数の性質や相互関係

を用いて，一般の角の三角関

数の値を求めることができ

る。 

d: 三角関数の性質や相互関係

などを理解し，基礎的な知識

を身に付けている。 

定期テスト 

プリント提出 

観察等 

三角関数 ○ ○   

三角関数の相互関係   ○ ○ 

三角関数の性質   ○ ○ 

２ 

月 
三角関数のグラフ ○ ○   

a: 三角関数のグラフについて

関心をもち，調べようとす

る。加法定理に関心をもち，

三角関数の値を求めること

に活用しようとする。   

b: 三角関数のグラフについて

考察することができる。 

c: 加法定理を用いて，三角関

数の値を求めることができ

る。 

d: 加法定理について理解し，

三角関数の値を求めるため

の基礎的な知識を身に付い

ている。 

加法定理 ○  ○  

加法定理の応用   ○ ○ 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 



※ 原則として一つの単元(題材)で全ての観点について評価することとなるが、学習内容(小単元)の各

項目において重点的に評価を行う観点(もしくは重み付けを行う観点)について○を付けている。 

 

 


